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給油取扱所における屋外での物品販売等の業務に関する事項
給油取扱所において屋外での物品販売等の業務を行う場合には、以下の事項に留意する。
１　出火・延焼防止上の留意事項
（１）　物品販売等の業務において、火災の発生や延焼拡大の危険性を増大させないよう、裸火等の火気を使用しないことや、可燃性蒸気の滞留するおそれのある場所では防爆構造の機器等を使用する。
（２）　防火塀の周辺において物品を展示等する場合は、防火塀の高さ以上に物品等を積み重ねないようにすること等、延焼拡大の危険性を増大させないようにする。
（３）　駐車スペースとして車両を置く場合は、通気管、注入口、固定給油設備、固定注油設備からの離隔距離を確保し白線等で明示する。
　　｛通気管の先端から１．５メートル、注入口から３メートル、固定給油設備から４メートル、固定注油設備から２メートル 以上の離隔距離を確保する｝
　　※  固定注油設備は設備中心からの離隔距離となる。
（４）　消火器や消火設備の使用の妨げとなる場所で物品販売等をしない。
２　危険物の取扱い作業上の留意事項
　　車両への給油、容器への詰替えや地下タンクへの荷卸し等、危険物の取扱い作
業を行う際に必要な空間が確保されるよう、物品の配置や移動等の管理を適切に
実施する。
３　火災時の避難に関する留意事項
　　火災時における顧客の避難について、あらかじめ避難経路や避難誘導体制等を確立しておく。
４　人・車両の動線に関する留意事項
　　物品販売等を行う場合は、人や車両の通行に支障が生じない場所とし、必要に
応じ、地盤面にテープ等で表示するなど明確にする。
５　標識板・掲示板に関する留意事項
　　物品販売等を行う場合は、標識板・掲示板の視認障害がない場所とする。
·  危険性を訴えるものなので、施設内から容易に見えるようにしておかなければならない。
６　その他
屋外での物品販売等を行う場合には、給油取扱所の配置図に物品名等の表示し、消防機関に資料提出する。
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